
対象年齢：1歳～
利用可能日時：平日　8:30～16:30
料金： 午前のみ1,200円

1日 　　1,800円
おやつ代  100円  昼食代 200円

給食費
3～5歳

おむつ対応

その他

臨時　300円／30分　600円/60分

園庭開放 〇 弁当

その他

保育料以外の料金

主要事業 給食・ アレルギー 対応

一時保育 〇

給食 自園調理

アレルギー

16:30

時間外

保育時間

標準時間

　　　　　・おしりふき利用料
　　　　　　0歳児クラス　3,000円/年
　　　　　　その他のクラス　600円/年
　　　　　・カラーキャップ　850円（2歳クラス～）
　　　　　・お料理エプロン　820円（希望者のみ）

主食費：2,500円　　副食費：4,500円
※０～２歳児の給食費は保育料に含む
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時間外
短時間

平日 8:30 ～ 16:30 土 8:30 ～ 16:30
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保育・教育概要

～ 19:00

https://www.aoyagihoikuen.com

畑、一時保育・各種教室用別棟

～ 18:00

定員

～ 8:30

０歳 １歳 ２歳

～ 18:00 土 7:00

2 4 6 16 16

平日

保
育
所 施設の概要

法人名 社会福祉法人　青柳保育会

開設時期 昭和４８年４月

ＴＥＬ ０４－２９５４－３８５０

開所時間
平日 ７：００ ～ １９：００
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土 ７：００

所在地

冷暖房 〇

プール 〇

臨時　50円～（時間帯によって異なります）

〇

火曜日又は金曜日　9:00～11:00　

―

公立 私立

7:00

園庭 695.44㎡

設備等

駐車場 12台（有料）

駐輪場 5台

動物の飼育 うさぎ1匹

その他

月極　2,000円/30分　4,000円/60分

7:00

×

持ち帰り（便の付着したものは園が処理）

19:00～18:00

～ １８：００

16 60

計５歳３歳 ４歳

〒３５０－１３０１

狭山市青柳３１７－３

対象年齢 産休明け ～

ＨＰ

青柳保育園

https://www.aoyagihoikuen.com/


　
　

　

・○○先生ではなく、○○さん　(職員はさんづけで呼んでもらっています。私たちは、一人の大人として、一人の見本として、

　子どもが「大好き！」と感じられる人を目指しています。)

・わらべうたのある保育　(わらべうたを通して、信頼関係や社会性の基礎を培い、言葉やリズムの楽しさを伝えます。)

・たくさんのこだわり遊具　(ぬくもりを感じられる手作りおもちゃや、木製の遊具などをたくさん揃えています。)

・四季折々の木々や草花がある園庭　(植物やそこに集まる様々な生き物を通して四季を感じられるよう、意識しています。)

・五感を通した学びを大切にした保育　(特別な行事等を通さずとも、日常的に五感が刺激される保育環境を考えています。)

・心を育てる保育　(例えばマナーを伝えようとする時、まず相手を思いやる心を育みます。どうしたら喜んでくれるかな？

　どうしたら嫌な気持ちにさせちゃうかな？一緒に考えながらマナーを守れる子どもを育てていきます。）

雨の日散歩
プラネタリウム
七夕（笹取り）

プール
夏野菜の収穫

お花見給食
子どもの日

交通安全教室
 歯磨き教室

おまつりごっこ
保育参加（幼児）

栗拾い
ふれあい運動会
  遠足　芋掘り

保育参加（乳児）
キウイ狩り 焼き芋

図書館体験
消防署見学
積み木遊び

クリスマス会
もちつき　たこあげ
節分　生活発表会

通学練習
小学校見学

ひなまつり会

施設の特色

園外活動・特別活動など

月間行事
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保育理念・目標・方針など
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年間行事

私立 公立

誕生日会
避難訓練
身体測定

体操あそび(3～5歳クラス)
英語あそび(4・5歳クラス)
サッカーあそび(5歳クラス)
お料理作り(3～5歳クラス)

林あそび（4・5歳クラス）
遠足（3～5歳クラス）

消防署見学（5歳クラス）
学校見学（5歳クラス）

交通安全教室
姉妹園交流（5歳クラス）
栗拾い（2歳～5クラス）
芋掘り（3～5歳クラス）

秋 冬

人間を形成していく過程の子どもは、よい環境の
中で育てなければなりません。その子どもにとっ
てよい環境とは何かを保護者と一緒に考えていき
ます。一人ひとりを大切に、自分の力で未来を切
り開いていく意欲と主体性をもった子どもを育て
ていきます。木に例えれば、これから大きな幹を
成し、枝を伸ばし、良い実がなるために必要な、
大地にしっかり広がる根っこの部分を保護者と一
緒に育てていきます。


